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ははじじめめにに

クサガメは，中国大陸中東部，朝鮮半島，台湾及び日本列島に分布する(Lovich et al., 2011)．日本列

島においては，東海地方よりも東では，クサガメを含むカメ類の生息密度は一般的に低いとされてきた（矢

部，1995）．1990年代以降，千葉県では大学や民間団体等による調査・研究が進み，現在では全国的に

みてカメ類の情報蓄積が多い地域のひとつである．それら情報によると，クサガメは，千葉県内に生息す

る主な淡水性カメ類（ニホンイシガメ，クサガメ，スッポン，ミシシッピアカミミガメ，カミツキガメ）のうち，もっ

とも広い地域から確認され，多くの環境で優占的である（矢部，2002；小賀野他，2015；加賀山他，2017

ほか）．また，同一河川では下流部に多い例が知られる（小菅他，2003；加賀山他，2019）．千葉県のカメ

類の変遷に関し，矢部（1995）は，館山市での聞き取り情報として，「以前（おそらく数十年前）にはクサガ

メが全く見られず，それが目につき始めたのは最近である」と報告した．そして，矢部（2002）は，千葉県内

４地域からのクサガメの形態的特徴として，「中部地方以西と比較して，体が小さく，形態や模様が異なっ

ているものが高い割合で見つかっている．この地域のクサガメは中国産の特徴を示しており，ペットとして

流通しているものが放逐されたもの，あるいはその子孫と思われる」と推察した．その後，遺伝的な解析に

より，千葉県のクサガメ集団については，中国由来の可能性が指摘された（Suzuki et al., 2011）．矢部

（2002）は，千葉県産のクサガメの形態的特徴について上述したように記しているが，サンプル数は多いと

はいえない．2000年以降，国内のクサガメに関する研究例は増えており，ここでは，新たな知見を加え，

千葉県におけるクサガメの特徴と現状について紹介する．

千千葉葉県県ののククササガガメメはは大大ききささやや模模様様がが西西日日本本産産とと異異ななるる？？

千葉県のクサガメ集団の形態的特徴を示すために，最初に各地のクサガメ集団と背甲長を比較した．

使用したのは，雌雄別の背甲長データがヒストグラムで10mm幅の階級で記された文献資料である．また，

千葉県北部の河川（小林他未発表）についても対象とした．その結果，雄（黒化個体），雌ともに千葉県の

クサガメは中部地方以西の集団と比較して，背甲長の最頻階級は小さく，オスの最小黒化階級も小型で

あった（図１）．なお，今津他（2015）によると，千葉県市原市での蔵卵メスの最小背甲長は108.8mm，最

若齢は8齢と，過去の研究例（徳島，三重）と比較して，小型や若齢であるという．

次に，腹甲の色彩パターンから千葉県産クサガメの特徴分けを試みた．矢部（2002）は，腹甲の甲板の

境界の白い部分について，日本産（2002年の文献出版時で中部地方以西によく見られたクサガメのことを

意味する）は，中国産に比べて狭いと指摘した．そこで，腹甲の色彩パターンを3つの型（①黒系幅狭型：

腹甲甲板は主に黒色で境界の白色部がほぼ線状で幅が狭い．②黒系幅広型：甲板は黒色で，境界の白
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色部は太いか，にじみや放射状模様等があり白色部の面積割合が高い．③茶系幅広型：甲板は薄茶色

で，白色部の面積割合が広い）に分けた．2004年に捕獲された千葉県印旛沼水系の543個体（黒化個体

を除く）について，上記３パターン分けを試みたところ，①は82％，②は17％，③は１％となった．①と②で

判断に迷うものも少なからずみられたが，腹甲の外見上中国産に近いとみられる②は過半数以下であっ

た．

以上から，千葉県のクサガメの形態的特徴として，中部地方以西の集団と比べて小型なことが再確認さ

れた．その要因としては遺伝的背景だけでなく，個体密度（後述）の影響，環境要因なども検証していく必

要があるだろう．一方で腹甲の色彩は，中国産に近い型の全体に占める割合は高くなかった．色彩や模

様については情報が少なく，今後，輸入個体での割合や日本各地の個体群での割合と比較することがで

きれば，千葉県の個体群の特徴（中国型の割合の高さ）が示されるかもしれない．ただし，色彩や模様は

成長よる変化や調査者間での判断差が生じる可能性があり，甲羅の形状など，他の基準についても検討

し，遺伝的裏付けがあると望ましい．

千千葉葉県県ののククササガガメメ密密度度のの動動向向はは？？

小賀野他（2011）によると，県北東部の乾草沼では，標識再捕獲法により，個体数の増加傾向が確認さ

れた．また，個体数データはないものの，県内の他地域でも，CPUE等からすでにクサガメが高密度化して

いる場所も少なくないと思われる．例えば県北部に位置する印旛沼周辺では，1個のかご罠で30個体以上

のクサガメが捕獲されることも珍しくなく，57個体捕獲された例もある．一方で，近年，県南部や中央部の

小河川や農業用水路では，クサガメの減少例も報告されるようになった．その主要因はアライグマの捕食

である（小菅私信，今津私信）．以上のように，現在の千葉県では，地域，環境によってクサガメの密度傾

向が異なっている可能性がある．ただし，この傾向は，今後のアライグマの分布や密度の変化により，変

わると予想される．淡水性カメ類の動向については，捕食者，生息環境変化など，共通する要因も多いが，

種による反応の違いもあるかもしれない．各種の対応を考えるうえでも，総合的に情報を集めていく必要

があるだろう．

図図１１. 個個体体群群ごごととののククササガガメメのの背背甲甲長長

各各値値はは階階級級幅幅10ｍｍｍｍののヒヒスストトググララムムかからら作作成成．．灰灰色色のの背背景景はは千千葉葉県県ででのの個個体体群群をを表表すす．．

オス（黒化個体のみ） メス

◆最頻値
■黒化最小
×最大背甲長
*黒化区別なし
**外れ値的なデータ

◆最頻値
×最大背甲長
**外れ値的なデータ
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